
グラフの作り方＞箱ひげ図を作る①

箱ひげ図を作成します。まず「果物」全体の分

布を見るため、果物だけのグラフを作ります。

① 「果物」のデータ範囲を選択します。

② 「挿入」のタブをクリックします。

③ 「おすすめグラフ」かグラフメニューの

「「 」をクリックするとグラフ挿入メ

ニューが開きます。

④ 「すべてのグラフ」＞「箱ひげ図」を選択

し、「OK」をクリックします。
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グラフの作り方＞箱ひげ図を作る①＞箱ひげ図の確認

箱ひげ図が表示されました。

箱ひげ図中の「×」は平均値を表しています。

このままでは少し見づらいので

調整して見やすいグラフに整えていきます。
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グラフの作り方＞箱ひげ図を作る②

箱ひげ図を調整します。
まず、塗りつぶしが濃くて線が見えづらいので、
薄い色に塗りつぶします。

① グラフの箱ひげ図の箱の部分をクリックして

選択します。

② 「書式」タブから「図形の塗りつぶし」を選

択します。

③ 好きな色を選びます。薄い色だと、線が見や

すいです。

色が変更でき、第2四分位数（中央値）の線が見
やすくなりました。
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箱ひげ図から読み取れること（例）

• 果物全体の都道府県別年間消費額は、約3万2,000円から約5万4,000円の間で分布していて、範囲が約2万2,000ある。

• 四分位範囲はコンパクトになっているので、真ん中あたりの消費額が多いことがうかがえる。

• 中央値と平均値が近くなっているので、大きく外れた値はなさそう。



グラフの作り方＞箱ひげ図を作る③

箱ひげ図を調整します。

① 横軸のラベルを消します。

選択して「Delete」キーで削除できます。

② タイトルと単位をつけます。
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グラフの作り方＞箱ひげ図を作る③＞グラフの確認

グラフが調整できました。
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グラフの作り方 ＞グラフを整える①

果物の細目別のグラフも作成します。

① 「りんご」から「キウイフルーツ」を選択

し、同様の手順でグラフを作成します。

② グラフを選択し、「＋」をクリックします。

「グラフ要素」から「凡例」をクリックす

ると、項目名の色分けが表示されます。

同様に、色、タイトル、単位を整えます。
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都道府県別の果物の種類別年間消費額

りんご みかん オレンジ 他の柑きつ類 梨

ぶどう 柿 桃 すいか メロン

いちご バナナ キウイフルーツ

グラフの作り方 ＞グラフを整える②

グラフを整えました。

先ほどのグラフとは違い、最大値の上に点がある
グラフがあります。
この点は外れ値（Excelでは特異ポイント）を表し
ています。

※Excelでは、四分位範囲の上下に四分位範囲の
1.5倍を超える位置にある値を外れ値として扱う
ため、必ずしも最大値、最小値がひげの先端と
なりません。

りんご、梨、ぶどう、いちごでばらつきが大きく
（地域によって消費額に差がある）、オレンジ、
柿、桃、すいか、メロンなどでばらつきが小さ
く（地域によって消費額に大きな差がない）
なっていることが分かります。
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データから分かること＞四分位数と箱ひげ図を見比べる

求めた代表値・四分位数と見比べるとさらに
理解が深まります。

範囲（最大値と最小値の差）と四分位範囲の
うち、大きい順３つに赤、薄い赤、薄い黄色
の色を付けてみました。

範囲は梨、桃、ぶどうの順に大きくなってい
るのに対し、四分位範囲では、りんご、梨、
いちごの順に大きくなっています。

グラフをみると桃はばらつきが小さくなって
いますが、上側に外れ値が複数あり、平均値
と中央値が離れていることが分かります。

つまり、桃は特定の地域で極端に多く消費さ
れているものの、その他の地域ではおおむね
同じくらいの消費額であることが分かります。
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データから分かること＞元のデータに戻ってみる①

全体のばらつきを把握できたので、

元のデータで少し細かい部分を見てみます。

Excelの「条件付き書式」機能でりんご、梨、

ぶどう、桃の年間消費額上位3位に色を付け

てみました。

いずれも生産量が多い地域で消費額が高く

なっており、各地の特産品がそれぞれの地域

で多く消費されていることが推測できます。
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りんご 梨 ぶどう 桃

1位
青森市
8,800円

鳥取市
7,173円

甲府市
7,301円

福島市
6,629円

2位
長野市
8,349円

富山市
3,835円

長野市
5,056円

岡山市
3,933円

3位
盛岡市
8,218円

宇都宮市
3,707円

岡山市
3,933円

長野市
3,056円



データから分かること＞元のデータに戻ってみる②

京都市の特徴も見てみます。

RANK関数で、各品目の京都市の
順位を計算します。

=RANK(順位を調べたい値,範囲)

で計算することができます。

1つ計算したら、横の列に数式を
コピーします。

京都市の果物の全体の年間消費
額は15位で、品目別ではバナナ
が2位、柿が3位、キウイフルー
ツが4位と順位が高くなっていま
す。
一方でみかんが29位、梨が31位、
オレンジが34位とやや順位が低
くなっています。
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